
 
 
 
 

 

 
安永６年（１７７７）  

流域の雨水を矢作川へ流すため、最初の安永川が

つくられる。 
 

明治３４年（1901）

 
 
  

矢作川に明治用水堰がつくられる。 
 

昭和５～１５年（１９３０～１９４０）

 
 
 

 

安永川から矢作川へ洪水がスムーズに流れるよ

うにするため、約１ｋｍのトンネルがつくられ

る。これにより明治用水堰の下流で矢作川へ流れ

込むようになる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■ 昭和２０年（１９４５）  三河地震（マグニチュード 6.8） 
 

昭和３３年（１９５８

 
 
 ） 

明治用水堰が現在の頭首工の位置につくられる。これにあわせ、安永川と矢作川の合流部も頭首工の

下流川に移動し、現在の安永川となる 
 

■ 昭和４７年（１９４５）  昭和４７年７月豪雨 
 

■ 平成１２年（１９４５）  東海豪雨 
 

平成２０年（２００８

 
 
 
 
 
 ） 

安永川『平成の大改修』の工事に着手する。  
 
 
 


